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開発品 AD 923 のムンディファーマ社からの権利買い戻しについて 

 

当社グループの子会社である Sosei R&D 社は、開発品 AD 923（オピオイド系鎮痛剤のフ

ェンタニルを有効成分とする舌下噴霧製剤、適応：癌性突出痛）の製造、マーケティング、

販売権を、北米・日本を除く地域を対象として 2006 年６月 27 日にムンディファーマ社に

導出いたしましたが、この度、両社は、この権利を当社グループが買い戻すことに合意い

たしました。 

 

AD 923 は、既知のオピオイド系鎮痛剤であるフェンタニルを有効成分とする舌下噴霧製 

剤です。患者および医療従事者による投与が簡便な専用器具により、即効性のある鎮痛効 

果を得ることを目指してグローバルに開発を進めております。また専用器具のロックアウ

ト・システムにより、不注意による過量投与を防ぐことができる仕組みとなっています。 

 

2008年２月に欧州で第Ⅲ相臨床試験を開始いたしましたが、フェンタニル溶液を舌下に

噴霧する専用器具の中に、構造的な不具合により十分な量が投与されない恐れのある器具

が混入していることが判明したことから、被験者の安全を優先し、2008年３月に同試験を

一時的に中断いたしました。 

 

その後、専門器具の不具合解決の目処はついたものの、当社グループは、財務状況、資

金調達環境の悪化等を踏まえ、本年５月に当社グループが開発費を負担する従来の形態で

の開発は継続しない方針を決定いたしました。しかしながら、AD 923の欧州における販売

権等についてはムンディファーマ社に導出済であったことから、同社と今後の商業化戦略

について協議を行ってまいりましたが、他社との導出交渉の自由度を高めるため、この度、

権利を買い戻すことといたしました。買い戻し費用は、新たなパートナーが見つからなか

った場合には、２百万ポンド(約2.7億円)に限定され、新たなパートナーからの収入があっ
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た場合にはその20％相当分を1.5百万ポンド(約２億円)を上限として追加支払いする事と

なっています。 

 当社グループは、引き続きグローバルなパートナーシップの可能性を検討してまいりま

す。 

 

編集者の方々への追記： 

 

そーせいグループ株式会社 

そーせいグループは医薬品開発に注力するバイオ医薬品企業として、独自のプロダク

ト・ディスカバリー（開発品創出機能）と開発戦略を有しております。既知の医薬品およ

び医薬品候補化合物の新規用途を探索する手法により、医薬品開発に伴うリスクを低減し

うるビジネス戦略を構築し、また、日本および欧米市場間の医薬品の導入・導出を通じて

独自の事業展開を目指しております。 

そーせいについての詳細な情報は、www.sosei.com をご覧下さい｡ 

 

 

 

以上  


